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№３３

「ひしのみ３２号」
では「携帯端末の所持
及び使用状況」につい
てお知らせしました。
今回は「ゲームや通話、
メール等にかける時間
の調査」に関する結果
をお知らせします。今
回も昨年度の結果と比
較しました。
「ゲームに関する時

間」については、平日、
休日とも「４時間以上
する」と回答した児童
の割合が減り、「２時間
以内」の割合が増えま
した。
また、「通話やメール、

インターネット検索な
どに費やす時間」でも
同じような傾向がみら
れます。昨年度から継
続している保護者様へ
の啓発と子供たちへの
指導が少しずつ浸透し
てきたと考えられます。
しかし、「ゲームを２時間以上する」という子供が平日で１０％、休日で２６％います。そ

の傾向が中学年からみられるとともに、「携帯電話やスマートフォンを使った通話やメールな
どにかける時間」の調査結果と状況が似ています。ゲームや通話、メールなどが常態化してい
る子供がいると考えられます。
平日に帰宅後、２時間以上ゲームや通話・メールなどをしている場合、宿題や読書はどうな

っているのでしょうか。夜、何時頃寝ているのでしょうか。「携帯電話やスマートフォンは夜
９時以降、保護者が預かる」というルールが無いに等しいものになってはいないでしょうか。
先日の佐賀新聞には、大人を含むネット依存症へ警鐘をならす記事が載っていました。（裏

面参照）その中で「ネット依存に関する８項目」が紹介されていました。ゲームや通話、メー
ルが常態化していると考えられる子供の中には、程度の差はあるかもしれませんが、質問項目
が複数あてはまる子供がいるかもしれません。
「子供は大人以上に賢く、結果に対して大人以上に愚か」です。携帯端末の魅力に縛られる

前に、トラブルに巻き込まれないための知識、そして、結果を考え、状況に応じて「使わない」
という選択をする判断力、統制力を身に付けさせることです。
２～３年前からヘルメット所持・着用への取り組みに対して保護者の皆様のご協力をいただ
いています。その結果、子供たちは自分の身を守るためにヘルメットを被るようになってきま
した。このことと同じように、昨年度からの取り組みの成果が今回のアンケートに表れてきて
います。SNS加害・被害から子供たちを守るためにご協力をお願いします。(裏面資料参照)

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 昨年度比

４H以上 0 0 1 2 0 0 3 ( 1% ) ▼
３～４H 0 0 2 2 0 4 8 ( 4% )
２～３H 0 0 1 3 3 3 10 ( 5% )
１～２H 6 7 5 9 12 10 49 ( 24% ) △
０～１H 14 12 18 11 18 8 81 ( 40% ) △
しない 13 12 12 6 5 4 52 ( 26% )
４H以上 0 1 1 3 1 4 10 ( 5% ) ▼
３～４H 1 0 5 1 3 4 14 ( 7% )
２～３H 8 4 4 5 5 3 29 ( 14% )
１～２H 7 10 5 12 14 10 58 ( 29% ) △
０～１H 8 9 19 9 11 6 62 ( 30% )
しない 9 8 6 3 3 2 31 ( 15% )
４H以上 0 0 0 1 0 0 1 ( 0% )  
３～４H 0 0 1 3 0 2 6 ( 3% )
２～３H 0 0 1 2 1 3 7 ( 3% )
１～２H 3 2 6 4 2 9 26 ( 13% ) △
０～１H 12 7 14 10 21 8 72 ( 35% ) △
しない 18 23 18 13 13 9 94 ( 46% ) ▼
４H以上 0 0 0 1 0 2 3 ( 2% )  
３～４H 0 0 1 2 0 3 6 ( 3% )
２～３H 3 0 5 1 1 3 13 ( 6% )
１～２H 4 2 3 6 6 8 29 ( 14% ) △
０～１H 6 9 15 9 16 8 63 ( 30% ) △
しない 21 21 16 14 14 6 92 ( 45% ) ▼

合計

ゲームや通話、メール等にかける時間の調査結果　　　　H30.7実施

※無回答数は除く。
※「昨年度比」は３％以上の増（△）減（▼）があった項目

１　ゲームをする時
間（テレビゲーム、
コンピュータゲー
ム、携帯電話・スマ
ホを使ったゲーム
等） 休日

平日

休日

平日

２　携帯電話やス
マートフォンを使っ
て通話やメール、イ
ンターネット検察・
閲覧などをする時間




